
別紙 新潟県におけるがん対策の方向性
　　－新潟県がん対策推進計画(骨子)－

   新潟県がん対策推進条例(第11条)に基づく県民運動の展開

　 　 　　　　　　

　　　　　　

○ がん死亡を減らすための「３つの柱」とその効果

［2016年までにがん死亡率(75歳未満年齢調整)を20%程度低減］

これにより、平均寿命は男性1.09歳、女性0.61歳延伸
           ※現状維持でも10年間で10％程度低下すると見込まれており、さらに上乗せすることを想定(資料:国立がんセンター)

１　たばこ対策
      飲食店での受動喫煙防止の徹底
   　     ・ 民間の飲食店での禁煙・分煙を促進

これらを積み重ね、
目標達成を目指す

食生活改善(減塩など)や運動の普及推進による一次予防

２  がん検診の促進
　 (1) 実施主体である市町村への働きかけ
   (2) 県民への働きかけ

３　医療の均てん化
　　がん診療連携拠点病院を中心とした地域連携

　●がん診療連携拠点病院
　　　県がん診療連携拠点:県立がんセンター新潟病院
　  　地域がん診療連携拠点　４圏域７病院
　　　　県立新発田病院
　　　　新潟大学医歯学総合病院、新潟市民病院
　　　　長岡赤十字病院、長岡中央綜合病院
　　　　県立中央病院、新潟労災病院

平均寿命等の現状
　●　本県の平均寿命は全国中位
　　・　男：78.75歳　第23位
         （第１位　長野県　79.84歳より1.09歳低い）
　　・　女：86.27歳　第 ９位
         （第１位　沖縄県　86.88歳より0.61歳低い）

　●　三大死因による死亡
　　 ・　約14,000人／年（H16～H18平均）
　 　　　うち①がん7,000
　　　　　　　②心疾患3,600
　　　　　　　　　③脳血管疾患3,400
　　→最大の死因であるがんに焦点を当てる

 ◎　食生活の改善〔関係部局と連携〕
　 (1)  健康ビジネス連峰との連携による減塩運動
　　 (2)  食育における減塩取組
     (3)  よく噛む運動の普及

 ◎　運動習慣の普及〔産業労働観光部・地域振興局と連携〕
　　 観光振興も視野に入れ、ウォーキングを中心とした運動習慣の
　　　普及定着を図る。

１　たばこ対策
　喫煙率半減で1.6％減　　同1/4で2.9％減

２　がん検診
　受診率50％で3.9％減　　　同70％で6.0％減

３　医療の均てん化
  主要５臓器で3.2％減　　　全臓器で4.9％減

　がんを取り巻く現状
 1　昭和57年以降、死因の第一位
 ２　特に胃がんによる死亡率が全国に比較し高い
 ３  全国的な傾向として、若年層の女性のがんが増加
 ４  喫煙率は全国よりやや高い（長野県との差大きい）
 ５  食塩摂取は、全国平均並となりつつあるが、目標
   の10gには届いていない  (S46 20.4g→H16 10.9g)
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